
社会資本総合整備計画書

（愛知県岡崎市）

（第１回変更）

平成29年3月22日



社会資本総合整備計画（社会資本整備総合交付金）

平成28年度 ～ 平成32年度 （5年間） 岡崎市（愛知県）

１）区画整理施行区域内の幅員４ｍ以上の道路に接道しない消防活動困難区域の解消率を６３％から９２％に増加
２）区画整理施行区域内の鉄道周辺部の新規住宅着工件数を７２件から２２０件に増加
３）交付対象事業区域内の公共施設整備に関する地域住民の意見集約機会を４回から１３回に増加
４）既存住宅地から医療施設等までの走行時間をＨ32までに61％短縮

（H32末）

Ａ 基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 個別施設計画 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 策定状況

1-A-1 都再区画 一般 岡崎市 間接 岡崎真伝特定土地区画整理事業 116

1-A-2 都再区画 一般 岡崎市 間接 岡崎駅南土地区画整理事業 1,343

1-A-3 都再区画 一般 岡崎市 間接 岡崎蓑川南部土地区画整理事業 347

1-A-4 道路 一般 岡崎市 直接 市道柱井内線改良事業 60

1-A-5 公園 一般 岡崎市 直接 都市公園整備事業(駅南中央公園） 317 4.6

1-A-6 街路 一般 岡崎市 直接 （都）井内新村線 道路改良 Ｌ＝81ｍ 244 P4から移行

1-A-7 街路 一般 岡崎市 直接 （都）若松線 道路改良 Ｌ＝716ｍ 3,726 新規

合計 6,153

Ｂ 関連社会資本整備事業（該当なし）
事業 地域 交付 直接 個別施設計画 備考
種別 種別 対象 間接 H28 H29 H30 H31 H32 策定状況

合計 0

Ｃ 効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 H28 H29 H30 H31 H32
1-C-1 施設整備 一般 岡崎市 直接 3

1-C-2 施設整備 一般 岡崎市 直接 74

1-C-3 施設整備 一般 岡崎市 直接 103

1-C-4 施設整備 一般 岡崎市 直接 41

合計 221

番号 備考

1-C-1 土地区画整理事業（1-Ａ-1，1-Ａ-2，1-Ａ-3）の整備にあわせて防犯灯の整備を進めることにより、住環境の向上が図れ、安全・安心して暮らすことのできる住環境の形成に寄与する。

1-C-2 土地区画整理事業（1-Ａ-1）の整備にあわせて都市公園の整備を進めることにより、災害時の避難場所の確保及び地域コミュニティの形成など、安全・安心して暮らすことのできる住環境の形成に寄与する。

1-C-3 土地区画整理事業（1-Ａ-3）の整備にあわせて都市公園の整備を進めることにより、災害時の避難場所の確保及び地域コミュニティの形成など、安全・安心して暮らすことのできる住環境の形成に寄与する。

1-C-4 土地区画整理事業（1-Ａ-2）の整備にあわせて都市公園の整備を進めることにより、災害時の避難場所の確保及び地域コミュニティの形成など、安全・安心して暮らすことのできる住環境の形成に寄与する。

Ｄ 社会資本整備円滑化地籍整備事業
事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 H28 H29 H30 H31 H32

合計

番号 備考

公共施設の整備による良好な住環境の向上計画の名称

事業者
要素となる事業名

（事業箇所）

岡崎市

岡崎市

平成29年3月22日

１）区画整理施行区域内の消防活動困難区域解消率
施行区域内の消防活動困難区域解消率＝Σ（施行区域内の消防活動困難区域解消面積）／Σ（施行区域面積）（％）

（H27末）
当初現況値

92%63%

２）区画整理施行区域内の鉄道駅周辺部の新規住宅着工件数
区画整理施行区域内において、鉄道駅から概ね 1,000ｍ圏内の新規住宅着工件数を計測する

72件 220件

重点配分対象の該当

0% 61%
４）交付対象事業区域外から医療施設等までの走行時間短縮率

交付対象事業区域外から医療施設等までの走行時間短縮率＝（整備前走行時間－整備後走行時間）÷整備前走行時間×100

３）交付対象事業区域内の公共施設整備に関する地域住民の意見集約機会
交付対象事業区域内において、公共施設の整備内容に関するワークショップやアンケート調査などの住民意見集約機会の累計回数を計測する

4回 13回

一体的に実施することにより期待される効果

岡崎市

岡崎市

岡崎市

岡崎市

街区公園３箇所 ΣＡ＝0.8ha

街区公園３箇所 ΣＡ＝0.6ha

街区公園１箇所 Ａ＝0.2ha

市町村名

岡崎市

都市再生区画整理事業 55.3ha

区画整理組合 都市再生区画整理事業 41.2ha

区画整理組合 都市再生区画整理事業 22.2ha

要素となる事業名
事業内容

近隣公園１箇所 Ａ＝2.0ha

岡崎市

区画整理組合

費用便益比

番号 事業者
要素となる事業名
（事業箇所）

事業内容 市町村名 事業実施期間（年度） 全体事業費
（百万円）（面積等）

一体的に実施することにより期待される効果

番号

番号

防犯灯整備事業

都市公園整備事業（真伝特定地区）

都市公園整備事業（蓑川南部地区）

都市公園整備事業（岡崎駅南地区）

岡崎市 環境配慮（ＬＥＤ）防犯灯120基

岡崎市

効果促進事業費の割合

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）
3.5%

岡崎市

岡崎市

全体事業費
（百万円）

事業実施期間（年度） 全体事業費
（百万円）（延長・面積等）

岡崎市

岡崎市

岡崎市

岡崎市

岡崎市

岡崎市 Ｌ＝190ｍ

岡崎市

事業者 要素となる事業名 事業内容
市町村名

港湾・地区名

事業者

費用便益比市町村名
全体事業費

（百万円）

計画の期間 交付対象

都市計画マスタープラン２０１０において、「便利で快適な住環境づくり」「市民の暮らしを守る生活環境づくり」「主体性・創意工夫を活かした市民協働の促進」等が都市づくりの主要課題として整理されている。本計画は、基盤整備が
遅れている地区及び低未利用地について、土地区画整理事業等により都市基盤の整備を進め、都市の防災機能向上や、公園、生活道路といった充分なオープンスペースの確保を図るとともに、利便性の高い駅周辺部においては定住人口を確保
すると同時に、地域に不足している高度な救急医療病院や大規模な商業施設を配置し、それら施設と既存住宅地を結ぶ道路ネットワークを構築することによりコンパクトなまちづくりを推進し、良好な住環境を向上させることを目標とする。
また、公園などの身近な公共施設の新規整備について、住民の意向を取り入れ、地域住民が愛着を持てる公共施設の整備を推進する。

計画の成果目標（定量的指標）

定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
備考

最終目標値

計画の目標

221百万円

交付対象事業

Ｂ全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）
6,374百万円 Ａ 6,153百万円 ０百万円 Ｃ Ｄ 0百万円



交付金の執行状況
（単位：百万円）

※ 平成２８年度以降の各年度の決算額を記載。

0

H29 H30

不用額
（h = c+d-e-f）

未契約繰越＋不用率
(h = (g+h)/(c+d)）

交付額
（c=a+b）

計画別流用
増△減額
（b）

0

未契約繰越＋不用率が10％を超えている
場合その理由

前年度からの繰越額
（d）

支払済額
（e）

翌年度繰越額
（f）

50

うち未契約繰越額
（g）

176.498

126.498

0

-

0.0%

0

H32

配分額
（a）

H31

176.498

H28



参考図面（社会資本整備総合交付金）

計画の名称 公共施設の整備による良好な住環境の向上

計画の期間 平成28年度 ～ 平成32年度 （5年間） 岡崎市（愛知県）交付対象

１－Ａ－１ 岡崎真伝特定土地区画整理事業

都市再生区画整理Ａ＝55.3ha

１－Ｃ－２ 都市公園整備事業 街区公園３箇所

１－Ａ－３ 岡崎蓑川南部土地区画整理事業
都市再生区画整理Ａ＝22.2ha

１－Ｃ－３ 都市公園整備事業 街区公園３箇所

１－Ａ－２ 岡崎駅南土地区画整理事業
都市再生区画整理 Ａ＝41.2ha

１－Ｃ－４ 都市公園整備事業 街区公園１箇所

１－Ｃ－１ 防犯灯整備事業 １２０基

１－Ａ－５ 都市公園整備事業
近隣公園１箇所

１－A－４ 道路事業
市道柱井内線 L=190ｍ

１－A－６ 街路事業

（都）井内新村線 L=81m

１－A－７ 街路事業

（都）若松線 L=716m

ＪＲ岡崎駅

矢作川

名鉄東岡崎駅

名鉄美合駅

国道１号線


